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つなぐ願い
—第８回子ども虐待防止オレンジリボンたすきリレー2014を終えて—

子どもの虹情報研修センター
増　沢　　高

１．晴天の秋空

今年も異常気象の年でした。初旬の１月と２月、

２度にわたり関東で大雪が降りました。特に２月の

大雪では、東京都心で54年ぶりに27センチの雪積と

いう記録でした。今年はその後、大雨による土砂災

害や御嶽山の噴火が続き、どこか全体が不安に満ち

た年でした。災害で亡くなった方々のご冥福と、傷

を負った方々の早期回復を心よりお祈りいたします。

さて、私たちの子ども虐待防止オレンジリボンた

すきリレーは今年で８回目を迎えました。毎年のよ

うに台風直撃の予報に見舞われており、異常気象の

続く今年も「大丈夫かなあ」という心配で一杯でし

た。しかしこの心配は今年は無縁でした。リレー前

日まで、秋晴れが続き、当日も見事な秋晴れの中、

開催することができました。これだけ好天候に恵ま

れたのは、久しぶりです。振り返れば、第１回と第

２回が晴天でしたので、本当に久しぶりなのです。

２．青空のもと、３コースでたすきリレーが展開

今年も３つのコースでたすきが引き継がれまし

た。渋谷駅ハチ公前広場からの都心コース（全８区）、

神奈川県二宮町にある児童養護施設心泉学園から湘

南コース（前７区）、鎌倉高徳院（鎌倉の大仏）か

らとマホロバマインズ三浦からの鎌倉・三浦・横須

賀コース（前13区）です（資料参照）。

―新しくなった湘南コース―

今年は湘南コースで大きなコースの変更がありま

した。昨年までは児童養護施設エリザベスサンダー

スホームから海沿いの国道135号線を走行し、セブ

ンイレブンサザンビーチ店と児童養護施設茅ヶ崎

ファームを中継し遊行寺に入るコースでしたが、今

年から国道１号線沿いを走行し、平塚市内を通過し

て馬入ふれあい公園を第２中継所とし、その後茅ヶ

崎高校横のセブンイレブン茅ヶ崎本村店を中継して

遊行寺に入ることとなりました。スタート地点の心

泉学園では、来賓に二宮町長と神奈川県県民局長を

迎えてスタートセレモニーが行われました。園庭に

は、地域の方や小中学生が作った千羽鶴、正門には

子どもたちが膨らませたオレンジと白の風船がアー

チを作り、スタート合図と共に全コース中最多とな

る41名のランナーが、子ども達の声援に送られてス

タートしていきました。

新たに加わった第２中継所の馬入ふれあい公園で

は、Jリーグ湘南ベルマーレのマスコットキャラク

ター、「キングベルI世」が出迎えてくれました。セ

ブンイレブン茅ヶ崎本村店では茅ヶ崎高校の学生ボ

ランティアが茅ヶ崎市の子育て支援課と一緒に啓発

ティッシュとグッズを配布してくれました。平塚市

内と茅ヶ崎市内を走行できたことで大勢の市民の

方々の目に触れることができ、充実したキャンペー

ンとなりました。泉岳寺、西横浜国際総合病院を中

継し、永野小学校が最後の中継点です。この中継所

は毎年、学童保育によるバザーが行われており、大

勢の親子がランナーの中継を応援してくれます。ラ

ンナーの中には永野小学校の先生もおられ、ひとき

わ大きな声援で迎えられました。最終区は本コース

最長となる11.5kmを26名のランナーが走行しました。

―充実の都心コース―

都心コースは、恒例となった渋谷駅ハチ公前広場

がスタートです。この日は３年連続で渋谷芸術祭と
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日にちが重なりましたが、地元商店会の方々の協力

を得て、芸術祭仕様のステージをお借りして、スター

トセレモニーを開催しました。また渋谷管内に運営

事務所を持つ「全国福祉未来ネットワーク」（大学

生と社会人で構成する団体）と「NPO法人ピアサ

ポートネットしぶや」の皆さんにもご協力をいただ

き、セレモニーの運営や、啓発グッズの配布なども

していただきました。渋谷区PRキャラクター「あ

いりっすん」も登場、ゲストランナー甲斐英幸さん

（子ども虐待防止日本一周マラソンランナー）も都

心コースに参加し、一緒にスタートをきりました。

なお「全国福祉未来ネットワーク」と「NPO法人

ピアサポートネットしぶや」の皆さんとは、たすき

リレー以外でも、11/19～12/３までの２週間、クリ

エーションスクエアしぶや（渋谷マークシティー４

F）にて、パネル展示と啓発グッズの配布を一緒に

行うなどして、オレンジリボンキャンペーンを展開

しました。第２中継所は東京タワーです。毎年恒例

となったライブリレーが行われる中、タスキがつな

がれました。外国の観光客が多く、とても興味を示

しておられました。

第３中継所の品川児童相談所では、ランナー到着

２時間前には、虐待防止啓発キャンペーンを実施し

ました。品川区の職員と品川児童相談所の職員の計

15名で近くの駅前や児相周辺に於いて「虐待防止」

「たすきリレー」のビラやグッズを配布しました。

用意した200部は30分足らずでなくなるほどの盛況

でした。リレー応援の為に、品川区の民生児童委員・

主任児童委員さん35名もオレンジ色の虐待防止のウ

インドブレーカーを着て加わり、沿道で色鮮やかな

風船を持ってランナーの到着を待ちました。ラン

ナーが見えてくると風船を打ち振り、大声援で迎え

ました。品川児童相談所内でたすきの受け渡しが行

われ、応援の為に来所した他児相の職員15名も加わ

り大勢の笑顔、声援、拍手の中で次のランナーたち

は、第４中継所を目指して走り出しました。

第４中継所は大田区立大森スポーツセンターです。

ここでは、たすきリレーに合わせて、大田区子ども

家庭支援センターが主催で、親子応援イベント「み

んなでつなげよう！オレンジリボン」が開催されま

した。参加親子は、ピアノとバイオリンの生演奏と

ふれあい遊びを楽しんだあと、家族で参加記念手形

をとるなど楽しんでいました。ランナーが到着する

と、大きな声援と拍手が送られました。参加した親

子と一緒に児童虐待防止を唱える一日となりました。

次の中継所はユースキン製薬株式会社です。ここ

では正午から本社周辺でウェットティッシュや保湿

クリームなどの啓発グッズを300セット配布いたしま

した。１時ごろランナーが到着、社のガレージの中

でたすきが中継されました。川崎市役所、里親会の

方々をはじめ、近隣の住民の方々、社員の方々が応

援にかけつけ、大声援の中、ランナーを迎え、また

見送りました。区間を完走されたランナーには、ユー

スキン製薬株式会社社長から完走賞が渡されました。

鶴見中継所以降からセブンイレブン横浜浦島町店

を中継しゴールに向かいます。今年もゲストラン

ナーとして、ボクサーの元東洋チャンピオン坂本さ

んが参加されました。

―中継所が最多の鎌倉・三浦・横須賀コース―

鎌倉・三浦・横須賀コースは、恒例となった鎌倉

高徳院からのスタートです。スタートセレモニーで

は、松尾鎌倉市長、神奈川県石川次世代育成部長、

高徳院の佐藤住職からご挨拶をいただいた後、鎌倉

の大仏に見送られて22名のランナーが走り出しまし

た。また高徳院では、鎌倉市のキャンペーンに鎌倉

女子大学の学生がボランティアで参加し、子ども虐

待予防を呼びかけました。ランナーたちは児童養護

施設鎌倉児童ホームを経由し、迎える施設の子ども

達とハイタッチをして鶴岡八幡宮に向かいました。

ランナーの中には鎌倉松尾市長もおられます。鶴岡

八幡宮では、松尾市長から逗子平井市長にたすきが

渡され、他のランナーたちも一斉に引き継がれまし

た。第２中継所は今年から設定された逗子第一公園

です。ここでは逗葉高校のバンド演奏とキッズダン

スが行われ、賑やかな中継となりました。次の中継

所の森戸神社から横須賀中央駅前広場までのコース

では、葉山町山梨町長が参加されました。またこの

区間では葉山商工会議所主催によるビッグ葉山マー

ケット入口でキャンペーンが行われ、児童養護施設
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幸保愛児園の子ども達が大勢沿道でランナーに声援

を送ってくれました。

鎌倉・三浦・横須賀コースではもう一のコースと

して特別三浦コースがあります。そのスタート地点

がマホロバマインズ三浦です。ここでは三浦市吉田

市長も参加され、盛大にスタートセレモニーが行わ

れました。神奈川県食育キャンペーンマスコット「か

なふぅ」も大活躍です。顔は中華まん、頭に三浦ダ

イコンが生え、手には三崎のまぐろを持っていると

いう不思議なゆるキャラです。特別三浦コースは次

の京急久里浜駅前商店街中継所を経て、横須賀中央

駅前広場で、鎌倉からのコースと合流です。ここで

は昨年も盛り上げてくれたアフリカ太鼓「ホンキー

トンク」が参加し、知的障害のある方と親御さんに

よる太鼓演奏が繰り広げられました。太鼓が響き渡

る中、両コースから28人のランナーが集結。たすき

が渡されました。横須賀市吉田雄人市長もランナー

として参加、三浦２区と５区併せて14.7kmを走破さ

れました。児童養護施設春光学園の多数の幼児さん

が、「吉田市長がんばれ」と書いたプラカードを持っ

て応援に大活躍でした。市長も感激のようでした。

合流したランナーはセブンイレブン横浜片吹店で中

継。ここでは、金沢区の民生児童委員の方が多数参

加され応援、またセブンイレブン本社の方からもご

挨拶を頂きました。第７中継所は磯子センター前で

す。ここでは磯子まつり「ふくしの広場」開催され

ており、その賑わいの中中継が行われました。最後

の中継所は横浜市中央児童相談所です。ランナー参

加の保育園等の関係者が多数応援に駆けつけてくれ

ました。さあ、ランナーが向かうは山下公園のゴー

ル会場です。

今年のランナーは総勢で500名を超え、児童福祉

関係者から一般企業の方々まで多彩な顔ぶれが集ま

りました。晴天であったこともあり、ランナーは少

しきつかったかもしれませんが、今までで一番充実

したたすきリレーだったように思います。

３．にぎわうゴール・イベント会場

ゴール地点である山下公園では、午前11時から子

ども虐待防止啓発のためのイベントが開催されまし

た。敷地内に各団体がブースを展示し様々な活動を

行いました。ステージ上では、音楽、パントマイム、

ダンス、ヒーローショーなどの多彩なプログラムが

展開しました。昨年からこのブースを充実させるこ

とに力を入れてきましたが、今年のブースも昨年を

上回る内容となり、大勢の方が足を運んでくれまし

た。ゴール会場のブース数は全17ブースで、その多

くが子どもたちが楽しめる場を意識して設置されて

います。クロバー株式会社提供のニット工芸、

Bloom	Nとクラフト工芸家川口先生による樹脂粘土

アートは子ども達に大人気のブースで、今年も大勢

の子どもたちが作品作りを楽しみました。さらに、

セブンイレブン提供の絵本の読み聞かせ、子どもセ

ンターてんぽによる缶バッチの作成、NPO法人	

CROP.-MINORIによる懐かしの子どもの遊び、横浜

市主任児童委員連絡会の作って遊ぶ風船ロケット、

横浜市こども青少年局のキャッピーと遊ぼうなど、

子ども達が楽しく過ごせるよう工夫を凝らし多彩な

内容となりました。

またNKKシームレス鋼管のコーヒーコーナー、

中の丸上町内会の焼きそば、神奈川県によるみかん

の提供や、ユースキン製薬によるハンドマッサージ

もあり、子どもも大人も皆で楽しめる会場になりま

した。

終日人の流れが絶えませんでした。お楽しみの

ブースだけでなく、本来の目的である児童虐待防止

の啓発として、児童虐待の現状や虐待防止に向けた

取り組みを知っていただこうと、実行委員会本部、

神奈川県、横浜市子ども青少年局、神奈川県母子生

活支援施設協議会、社会福祉事業財団、全国児童家

庭支援センター協議会などでは、児童虐待の定義、

児童相談所における児童虐待対応件数の推移、オレ

ンジリボンの由来をはじめ、これに取り組む各機関

の紹介などの情報提供のコーナーを設けました。

また参加型の啓発運動企画として、NPO法人カ

ンガルーOYAMAによる小さなリボンを来園者につ

けていただき大きなリボンを作成するコーナーや、

鎌倉の仏様にたすきを献上しようとはじめた「祈り

のFriendshipキルト」のブースは今年も設置されま
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した。２cm×７cm四方の布ピースに来場者にメッ

セージを書いていただき、それを１枚60cm×120cm

の大きさのキルトに仕立て、さらにそれらをつなげ

て16mほどの大タスキを作ろうという企画のブース

です。今年で４年目ですがほぼ完成してきました。

とても大きな美しいたすきに仕上がりそうです。

また会場内では横浜市のゆるキャラ「キャッピー」

や神奈川県のゆるキャラ「かながわキンタロウ」を

はじめに、多様なキャラクターが会場内を歩き回り、

イベントを盛り上げました。その中には練馬の「イ

クメン戦士ネリマックス」もいます。「ネリマックス」

とは、東京都練馬区を拠点とした、現役パパたちに

よる育児支援団体である練馬イクメンパパプロジェ

クト（通称「ねりパパ」）と共に一緒に地域交流の

活性化を目指すヒーロー戦士です。今年も駆けつけ

ていただき、ステージショーもしていただきました。

ステージでは、恒例となったプーカさんのライブ、

栗ちゃんと仲間たちのパントマイム、そしてイチゴ

パフェの親子コンサートが行われました。親子コン

サートでは横浜市立相武山小学校のダンスチームが

今年も参加、パフォーマンスに皆を楽しませてくれ

ました。

イベント会場は終日大勢の人たちが来場され、今

までにない盛り上がりでした。また特に親子づれの

家族が目立ち、主催者として嬉しい限りでした。

４．充実のゴール

ステージ上で小林美智子大会会長のあいさつが終

わるころ、各コースのランナーたちが山下公園の西

口に集まりました。集結した３コースのランナーた

ちは総勢70名ほどとなりました。これから山下公園

の東側にある石のステージに向かって、そこまで通

じている公園内の海側の道と内陸側の道（約700メー

トル）の二手に分かれての最後の走りです。ゆっく

りとイベント会場のゴールに向かいます。皆笑顔で

す。公園を訪れた多くの方に見守られながら走りま

す。石のステージ前では、20メートルほどに張られ

たオレンジ色のゴールテープがランナーを待ちます。

３時40分、一斉にゴール！

ランナーも会場で迎えた人たちも笑顔、笑顔、笑

顔です。招待ランナーの坂本ボクサーと甲斐さんを

はじめとして、各コースの代表ランナーに小林美智

子大会長から完走賞が渡されました。そして私たち

のたたすきはこの後開催が予定されている岐阜県と

名古屋市の代表の方に手渡されました。たすきリ

レーを実施する地域も増え、高知県、鳥取県、山口

県でも開催されます。たすきの懸け橋は確実に広

がっています。

そんな中、一人のランナーが児童虐待防止とオレ

ンジリボンたすきリレーの啓発のために全国１万キ

ロの走破を目指して走ることとなりました。たすき

リレーに第１回目から都心コースを全区走破してき

た井上幸夫さんです。「本当に大丈夫？」と心配の

声が多かったのですが、井上さんの意志は固く、走

ることを決意したのです。ホームページもご自身で

作られました。ぜひご覧ください（http://orange-

tasuki-jp.jimdo.com/）。井上さんは今年も都心コー

スを全区走破されました。ゴール会場がそのままス

タート地点となったわけです。そのタフさには脱帽

です。「頑張ります」との挨拶の後、井上さんは会

場の皆にハイタッチされながら、静岡、名古屋方面

に向かって走り始めました。井上さんの無事を祈り

ます。決して無理をなさらないでくださいね。井上

さんを見かけたら応援をよろしくお願いいたしま

す。

ゴールセレモニーを終え、会場を訪れた方は帰路

につかれました。実行委員やボランティアの皆さん

が会場の撤収を終えた時には５時をまわり、辺りは

すっかり暗くなっていました。港に定着している氷

川丸の汽笛が響いています。祭りの後のような静け

さ、寂しさは、今日が最高に盛り上がった一日だっ

たことを改めて感じさせてくれました。
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来のつばさ財団、（財）神奈川新聞厚生文化事業団、（株）ガリバー、ポッカサッポロフード＆ビバレッジ（株）、（株）セブ

ン–イレブン・ジャパン、ユースキン製薬（株）、一般社団法人東京キワニスクラブ、カードショップカリントウ、司法書

士法人	星野合同事務所、（株）whitedesign、かながわ信用金庫、湘南信用金庫、神奈川県生命保険協会、公益社団法人神

奈川県宅地建物取引業協会横浜南部支部、神奈川県保険医協会、用賀おたふく、用賀カイト、上野毛伊仙、エヌケーケーシー

ムレス鋼管（株）、（株）伊藤園、湘南ヤクルト販売（株）、クロバー（株）、（有）東京仁藤商店、ほか。また、子どもの虹

情報研修センターで行われる研修期間中に募金をお願いしたところ多くの方々が協力をしてくださいました。ありがとう

ございました。

次にあげさせていただく後援の機関、団体の方々からは、大きなご支援をいただきました（敬称略）。厚生労働省、東京都、

神奈川県、神奈川県警察、横浜市、川崎市、鎌倉市、渋谷区、大田区、品川区、逗子市、横須賀市、三浦市、茅ヶ崎市、平

塚市、葉山町、二宮町、栃木県小山市、神奈川県社会福祉協議会、全国児童相談所長会、神奈川県児童福祉施設協議会、神

奈川県母子生活支援施設協議会、神奈川県保険医協会、神奈川県教育委員会、東京都社会福祉協議会、横浜市ファミリーホー

ム連絡協議会、川崎市あゆみの会、（財）神奈川新聞厚生文化事業団、（株）資生堂、鎌倉高徳院、渋谷忠犬ハチ公銅像維

持会、一般社団法人東京キワニスクラブ、彩樹園、鎌倉力車（株）、プラネス、その他の団体。大変ありがとうございました。

スタートや中継所等の設定にご協力をいただきました（敬称略）。心泉学園、エリザベスサンダースホーム、遊行寺、西

横浜国際総合病院、横浜市立永野小学校、永谷連合町内会、港南区民生・児童委員、馬入ふれあい公園、茅ヶ崎高校、セ

ブンイレブン茅ヶ崎本村３丁目店、（株）湘南ベルマーレ、渋谷忠犬ハチ公銅像維持会、渋谷区子ども家庭支援センター、

東京都児童相談センター、東京タワー、泉岳寺、品川児童相談所、品川区民生・児童委員、大田区子ども家庭支援センター、

大田区立大森スポーツセンター、大田区民生・児童委員、ユースキン製薬（株）、川崎市あゆみの会、鶴見区役所、セブン

イレブン横浜浦島町店、鎌倉高徳院、鎌倉児童ホーム、鶴岡八幡宮、葉山町商工会、森戸大明神、サンビーチ追浜、セブ

ンイレブン横浜片吹店、横浜市中央児童相談所、イセザキ・モール１・２St.、協同組合伊勢佐木町商店街、ホテルマホロ

バマインズ三浦、久里浜商店会協同組合、team黒船、しらかば子どもの家、春光学園、幸保愛児園、三浦しらとり園、金

沢区民生・児童委員、磯子区民生・児童委員、横浜市磯子センター、ほかに心から感謝申し上げます。

次にあげさせていただく方々には、キャンペーン会場でブースを設置していただくなど会場を盛り上げていただきました

（敬称略）。また、キャンペーン会場でリボンやチラシを配るなどのボランティア活動をしていただきました。神奈川県、お

おいそ学園、公益財団法人資生堂社会福祉事業財団、（株）セブン–イレブン・ジャパン、全国児童家庭支援センター協議会、

横浜市こども青少年局、横浜市民生委員児童委員協議会横浜市主任児童委員連絡会、カンガルーOYAMA、NPO法人

CROP.–MINORI、神奈川県母子生活支援施設協議会、NPO法人子どもセンターてんぽ、ユースキン製薬（株）、エヌケーケー

シームレス鋼管（株）、栗原さんをはじめとするパントマイマーの皆様、高田馬場・ジェットロボット、こくぶともみさん、

坂本博之さん、プーカ、イチゴパフェ、横浜市立相武山小学校、東京都社会福祉協議会児童部会従事者会、鎌倉市役所、鎌

倉女子大学・鎌倉女子大学短期大学部、横須賀市役所、関東学院大学・明治大学・白梅学園大学・日本社会事業大学など

学生の皆さん、港南区社会福祉協議会、NPO法人国境なき楽団、Bloom	N、日清アソシエイツ（株）、全国福祉未来ネットワー

ク、戸塚区民生・児童委員ほか。また、ご寄付をいただいた方々その他このイベントにご支援ご協力をいただいた方々に

深く感謝いたします。

そして、2011年から始まったプロジェクト「祈りの『Friendship』キルトたすき」の製作では、キルト作家若山雅子さん

をアドバイザーに、勝山泰江さん、荒井美夏さんとその仲間たちにご尽力いただきました。心より感謝申し上げます。



湘南コース
平塚市  馬入ふれあい公園

鎌倉・三浦・横須賀コース
鎌倉高徳院（鎌倉大仏）

１．全コース図

第８回子ども虐待防止オレンジリボンたすきリレー2014　資料

都心コース
渋谷駅ハチ公前広場

三浦市のかなふうと
横須賀市のペリリン＆オグリン

太鼓演奏
（横須賀中央駅前広場）

心泉学園
スタート！

東京タワー中継所

特別三浦コース（三浦市）
マホロバマインズ
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２． ランナーの職種と人数

完走賞の
授与式

みんなで
ゴール！

鎌倉・三浦・横須賀コース湘南コース都心コース

職種 都心 湘南 鎌三横 合計
児童福祉施設 56人 47人 32人 135人
児童相談所 80人 8人 11人 99人

里親・ファミリーホーム 3人 3人
児童家庭支援センター 1人 1人

福祉一般 2人 6人 4人 12人
教育 1人 31人 21人 53人
行政 16人 13人 53人 82人
医療 16人 16人
企業 10人 17人 21人 48人
学生 5人 1人 6人
その他 22人 12人 17人 51人
合計 187人 159人 160人 506人

　※複数区を走行したランナーはそれぞれ1名としてカウントしました　　　 総ランナー数
506名！
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３． 各区のたすきリレーの行程と人数

（１）都心コース　　（全ランナー数　187人）
行　　　程 スタート地点 時　間 ゴール地点 人　数

第１区（５km） 渋谷駅ハチ公前広場 9：20 東京タワー 20人
第２区（３km） 東京タワー 10：20 泉岳寺 25人
第３区（2.5km） 泉岳寺 10：50 品川児童相談所 25人
第４区（4.3km） 品川児童相談所 11：15 大田区大森スポーツセンター 15人
第５区（7.2km ） 大田区大森スポーツセンター 11：55 ユースキン製薬（株） 20人
第６区（３km） ユースキン製薬（株） 13：00 鶴見区役所 30人
第７区（4.8km） 鶴見区役所 13：30 セブンイレブン横浜浦島町店 24人
第８区（６km） セブンイレブン横浜浦島町店 14：15 山下公園 28人

（２）湘南コース　　（全ランナー数　159人）
行　　　程 スタート地点 時　間 ゴール地点 人　数

第１区（5.7km） 心泉学園 9：00 エリザベスサンダースホーム 41人
第２区（6.5km） エリザベスサンダースホーム 9：45 平塚馬入ふれあい公園 11人

第３区（6.3km） 平塚馬入ふれあい公園 10：30 茅ヶ崎高校・セブンイレブン
茅ヶ崎本村3丁目店 32人

第４区（7.1km） 茅ヶ崎高校・セブンイレブン
茅ヶ崎本村3丁目店 11：20 遊行寺 13人

第５区（５km） 遊行寺 12：15 西横浜国際総合病院 22人
第６区（7.5km） 西横浜国際総合病院 12：55 永野小学校 14人
第７区（11.5km） 永野小学校 13：50 山下公園 26人

（３）鎌倉・三浦・横須賀コース　　（全ランナー数　160人）
行　　　程 スタート地点 時　間 ゴール地点 人　数

第１区（3.6km） 高徳院（鎌倉大仏） 8：30 鶴岡八幡宮 22人
第２区（５km） 鶴岡八幡宮 9：00 逗子市第一運動公園 13人
第３区（４km） 逗子市第一運動公園 9：45 森戸神社 20人
第４区（6.7km） 森戸神社 10：20 横須賀中央駅前広場 14人
第５区（4.6km） 横須賀中央駅前広場 11：45 サンビーチ追浜 8人
第６区（７km） サンビーチ追浜 12：40 セブンイレブン横浜片吹店 8人
第７区（4.2km） セブンイレブン横浜片吹店 13：15 磯子センター前 10人
第８区（7.5km） 磯子センター前 14：15 横浜市中央児童相談所 16人
第９区（4.1km） 横浜市中央児童相談所 14：50 山下公園 21人

　　特別三浦コース
行　　　程 スタート地点 時　間 ゴール地点 人　数

三浦第１区（8.5km） マホロバマインズ三浦 9：30 京急久里浜駅前商店街 14人
三浦第２区（7.5km） 京急久里浜駅前商店街 10：45 横須賀中央駅前広場 14人
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４． 山下公園でのブース・イベント
☆イベントのタイムスケジュール

ユースキン製薬（株）NPO法人CROP.-MINORI母子生活支援施設協議会横浜市子ども青少年局・
主任児童委員連絡会

横浜市立相武山小学校の皆さん

MC島田薫さん＆永井美佐江さん

NPO法人カンガルーOYAMA神奈川県保険医協会神奈川県プーカさん

イチゴパフェさん 栗ちゃん キャッピー かながわキンタロウ イクメン戦士ネリマックス

時　間 内　　容

11：00 オープニング！

11：30 会場紹介＋中継（鎌倉）

12：00 プーカ　ライブ　♪

12：30 ブース紹介＋中継（湘南）

13：00 ネリマックス　ショー

13：30 プレゼントコーナー

14：00 栗ちゃんと仲間たちのパフォーマンス

14：50 イチゴパフェ　キッズダンス

15：30 ゴールセレモニー！！！



☆ブースの内容と主催者

実行委員会本部による紹介（公財）資生堂社会福祉事業財団
・全国児童家庭支援センター協議会

Bloom.N・川口紀子先生

クロバー株式会社中の丸町内会NKKシームレス鋼管（株）（株）セブンイレブンジャパン

NPO法人子どもセンターてんぽ

５． 祈りのFriendshipキルト製作プロジェクト

このプロジェクトは、小さな布にメッセージを書いて頂き、その布を繋ぎ約170cm×90cmのキルトを作ります。さらに、
それを繋いで17mほどのキルトたすきに仕上げ、鎌倉の大仏様（高徳院）に奉納させて頂くことが私たちの願いです。
なお、皆さまからメッセージ参加費（100円）をいただき、集まった金額は、東日本大震災義援金として被災地の社会的
養護のもとで暮らす子どもたちに贈ってまいりました。皆さまの温かな愛で繋ぐ「想いのたすきリレー」です。

オレンジリボンたすきリレー実行委員会では、
2011年から震災復興サポートプロジェクト・
「祈りのFriendshipキルト」の製作を実施しています。

Goal会場に
ブースを
設けました！

ブ ー ス 内 容 提     供
子ども虐待防止神奈川キャンペーン
―啓発グッズとみかん配布 神奈川県

虐待防止キャンペーン
―啓発グッズの配布 神奈川県保険医協会

オレンジリボンをあなたの胸に
―オレンジリボンオブジェ制作

NPO法人
カンガルーOYAMA

STOP!児童虐待よこはまキャン
ペーン―キャッピーと遊ぼう！ 横浜市こども青少年局

綿あめ・ぬりえ・風船の提供 横浜市主任児童委員
連絡会

虐待防止キャンペーン
―パネル展示

神奈川県母子生活
支援施設協議会

缶バッチの作成 NPO法人
子どもセンターてんぽ

懐かしの子どもの遊び
―ドルフィンセラピーの紹介

NPO法人
CROP.-MINORI

ハンドマッサージ ユースキン製薬（株）

ブ ー ス 内 容 提     供
祈りのフレンドシップキルト
―震災復興サポートプロジェクト

オレンジリボンたすき
リレー実行委員会

絵本の配布 （株）セブンイレブン
ジャパン

Coff ee breakコーナーで一休み エヌケーケー
シームレス鋼管（株）

焼きそばをどうぞ 中の丸上町内会

親子でハンドメイド クロバー株式会社

樹脂粘土アート＆クラフト Bloom.N
川口紀子先生

子どもの未来のために （公財）資生堂
社会福祉事業財団

オレンジリボン
啓発キャンペーン

全国児童家庭支援
センター協議会

子ども虐待の現状と対応 実行委員会本部
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